
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ASSETS OF OUR LIVES 2021年 01月１７日 第 35巻 03号 ≪確かな知識や教養を身につけ・豊かな心を育て・充実した人生を‼≫  

地方紙である「西日本新聞」への高い評価 
 最近西日本新聞を読んでいると、面白い記事が多く、政府への批判も的確であり、記事の配置もとても読みやすくなっていると感じていました。実際にも毎日新聞の紙上でも、西日本新聞を高く評価する記事が載ってお

り、また、西日本新聞は編集方針や記事の記載についての改革に成功しており、テレビでも自信たっぷりに宣伝をしているのが目につく今日この頃です。西日本新聞の様な地方紙は、朝日や「毎日新聞」や読売などの全国紙

ではなく、地方紙であるとして、軽く扱われることがよくあるのですが、地元の人たちには身近な情報がわかるだけではなく、たとえば栃木県の旧足利新聞（現在の栃木新聞）が 100年余り前、公害と戦った田中正造を応援 

したように、歴史の流れでは、大きくないがゆえ真実が伝えられるという重大な責任を果たしてきているのです。現在では沖縄県のいくつかの地方新聞は、日本本土の記事とは異なる「真実」を発し続けています。館長も日

本各地に旅行するたびに、その地方の新聞を読むことを楽しみにしています。今後も毎日新聞と共に、リベラルで楽しい地元の出来事満載の西日本新聞の記事をＡＳＳＥＴＳにたくさん張り付けようと思っています（笑）。 

【上】 この二つの記事は「西日本新聞」のものであり、現在の菅政

権のひどさを批判する記事です。全国紙である朝日も読売も毎日も

「遅いし、鈍いし、軽い」などという手厳しい言葉を使った記事は書 

けないと思います（笑）。 右は 1月 17日の毎日新聞の記事です。新聞

を（それも信頼できる新聞を）読みましょう。 

これも西日本新聞の記事で、「西鉄」と「シャボン玉石け 

ん」はコロナを防ぐという地元の企業の記事になります。 

※「さんま」は日本中の魚好きにとっての大悲劇です。【右】 

【上】 公立国立病院を減らし、医師や看護師を増やさず、医師の仕事を増やし（医師によ

る会計処理なども個人病院では必要）続けたこと、国立や公立大学の授業料値上げと教授の

待遇の悪化と大学への経済援助の削減、私立大学をやたらに増やして競争させて私立大学を 

破滅に追い込む、郵便制度の破壊など、「ここ 30年余りの新自由主義的な悪政」が、この国を

めちゃくちゃにしてきました。上の記事は西日本新聞の記事で、高齢者を中心とした「弱い人

たち」が生きていけない日本になってしまったという記事です。 
 

【追記】1月１６日のデータでは、大阪府のコロナによる死者が東京都を上回りましたが、こ

れも「大阪維新の会」という、「効率」だけを優先する、無慈悲で無責任な政党が、大阪市民

にウソの情報を流して煽り（あおり）立てて、病院を減らしつづけたからこんなことになった

のです。それにもかかわらず大阪の人たちは、橋下徹や松井一郎や吉村洋文たちを支持する

人が多いのですから、開いた口がふさがりません。数日前のテレビに、ノーベル賞を受賞され

た、福岡高校の先輩の大隅良典さん、同じくノーベル賞受賞者の本庶佑さんがでて「廃校など

を利用して国立公立の病院を早急に増やすように」という提案を為されていましたが、安倍

も菅も、大企業や富裕層などのお金持ちの言うことは聞いても、庶民の意見や、医学の専門家

でありなおかつノーベル賞を受賞した人たちの意見を聞く耳は持たないみたいですね。（泣） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 現代が学べる 志 成 館 
左右の書物は世界を代表する「遺伝学」の権威である、リチャード・ドーキンス氏のものです。この

うちの【左】には、ドーキンスから愛する 10歳の娘に、10歳にもなれば物事を考えることができるは

ずだからということを前提に、心を込めたメッセージが書かれています。この本の中には、あなた達

小学校 5年生から大学生までの人に伝えたい彼からの重大なメッセージがあります。それは次の３つ

は決して信じてはならないという内容です。信じてはならない３つとは、「伝統」「権威」「啓示」で

す。（なぜなのかについても書かれています。）えっ？まさか！と驚かれる人が多いかもしれません。

しかし人間の良心を信じ、世界の平和を実現し、公平で公正な社会をつくり、地球環境を守るために

は、彼のような考えが必要だと館長も思います。本は１０１教室の横の廊下に置いておきます。 

【左】の本の表題「悪魔荷

仕える牧師」とは、遺伝学

の先駆者である、チャール

ズ・ダ―ウインのことで

す。そうです、「ダ―ウイン

が来た」というテレビ番組

や「ガラケー」という言葉

で有名な「ガラパゴス諸

島」で研究した人です。 

【下】は、雑誌「世界」の２０２１年２月号の記事の一部です。近い将来このようなまじめな書物を読むようになってください！！（森） 


